
館 蔵 資 料 紹 介

シ ジ ウ ィ ッ ク 『政 治 学 要 論 』 とJ.N.ケ イ ンズ

経済学部 講師 中 井 大 介

ケインズの日記を手掛か りに、 『政治学要論』

をめぐる両者の関係を辿ることにしたい。

シジウ ィック とJ.Nケ イ ンズ

シジウ イック(HenrySidgwick,1838-1900)

は 、19世 紀 後半 の イギ リス を代表 す る哲 学者

であ り、 『倫 理学の諸方 法』(τ 加Mθ'加45げ

E砺c5,1874年)の 著者 と して名高 い人物であ

る。 そ こで の彼 の結 論 は、個 人 は利 己心 と博

愛 心 とを併せ持 ってお り、個 人の 内面 におい

て利 己心 と博 愛心 を完全 に統合 す る ことは不

可 能で あ る とい う もので あ る。 これは、 人間

の理性 ・判断 にお け る不合 理性 を積極 的 に認

めた 「実践理性 の二元性」(DualismofPracdcal

Reason)と 呼 ば れ、物議 を醸 し出す ことにな

った。 同時 に彼 は、 ア ダム ・ス ミス以 来 の経

済学 をサ イエ ンス(理 論)と アー ト(実 践)

に 区別 して展 開 した 『経 済 学 原 理 』(τhθ

Pr∫ηcψ1θ5げPo〃 ∫∫cα1、Ecoηo〃窃1883年)、 望 ま

しい政府 の役 割 と構造 につ い て体 系 的 に論 じ

た 『政治学 要論』 な どの社 会科学 の書物 も著

わ してお り、幅広 い学 問分野 に通 暁 した思想

家 であ った。 シ ジウ ィックは これ ら著作 を通

じて、功利主義(最 大 多数の最大幸福)を 軸 に し

た実践 的 な学問体 系 を築 き上 げ よ うと した の

であ る。

他 方、J.N.ケ イ ンズ とはいかな る人物で あ

ろ うか。 ケイ ンズ とい う名前 を聞いて 、経 済

学 者 ジ ョン ・メ イナ ー ド ・ケ イ ンズ(John

MaynardKeynes,1883-1946)を 想 起 され る

読 者 も多 いこ とだろ う。 今 日で も財 政 出動 に

よって不況 を乗 り切 ろ うとす る方針 は ケ イ ン

ズ政策 と呼 ばれ てい るが 、 この ジ ョン ・メ イ

ナ ー ド ・ケイ ンズ の父親 こそ、 ジ ョン ・ネ ヴ

は じめに

本学 に赴任 して間 もない昨年5月 、私は興味

深 い一冊 に出会 った。 ヘ ン リー ・シジウ ィ ッ

ク著 『政治学 要論 』(τ加E18〃28η'∫ げPo〃 μc㊤

1891年)で あ る。 同著 は100年 以 上前 の貴重

な文献 で はあ るが 、実 を言 う と特別 珍 しい文

献 で はない。 日本 国内 で もい くつ かの大 学図

書 館 に所 蔵 され てお り、私 自身 も大 学 院生時

代 にイギ リスの古書 店 よ り購 入 してい たか ら

である。 しか し本学図書館 で私が手 に したのは、

それ らの もの とは異なる一冊であ った。

第一 の特徴 は、私 の所蔵 す る もの と比べ て

装 丁が異 な る ことであ る。嚥脂 色 の表紙 とい

い見た 目は さほ ど変 わ らな いが、 よ く見 る と

表紙 の デザ イ ンや素材 が異 なってお り、 よ り

高級感のあ る仕様 となっている。つ ま りこれは、

一般 に販 売 され る通常 版 とは別 に
、著 者 シジ

ウ ィックが親 しい人 た ちに寄贈 す るため に用

意 した、特別 な著者献呈本 なのである。(写 真

1)

しか しさらに興味深 い のは 、冒頭 のペ ージ

の上 部 に次 の ような一筆が添 え られ てい るこ

とであ る。(写 真2)

14August1891J.NKeynesfromtheAuthor

1891年8月14日J.N.ケ イ ン ズ 著 者 よ り

す なわ ち本 学所 蔵 の 『政治 学要論 』 は、著

者 シジウィ ックか らJ.N.ケ イ ンズへ と寄贈 さ

れ た一冊 に他 な らないので あ る。 シジウ ィ ッ

クを中心 に思想史研究 を進めて きた私 に とって、

彼 自身の手 に よって寄贈 された一冊 との感 慨

深い 出会で あ ったが 、 これ は何 よ りも私 の研

究上 の関心 を惹 く出 会いで あ った。 ここで は、
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もない1883年7月 の 日記 には、何 とも微笑 ま

しい父親 の心境が綴 られている。(写 真3)

My two pets to Bedford. I did not like parting 

from them even for a very short time. We 

 don't think it possible that we could love any 

other baby as we do our little Maynard. He 

looks so sweet and so pathetic when he begins 

to cry. I would I could photograph his looks 

upon my memory. I fear to forget them. His 

intelligence is increasing, & this enables him 

to be more patient when his Mother is getting 

ready to nurse him. He at least half 

understands what is going on.

私 の二 人のペ ッ ト[妻 フ ロー レンス と子

メイナ ー ド]は ベ ッ ドフォー ドへ帰 って

しまった。私 は一 時 た りと も二人 か ら離

れ た くはなか っ た。他 の どの ような赤 ち

ゃんだ ろ うと、私 た ちの小 さな メイナ ー

ドほ どに愛す る こ とが で きる とは思 えな

い。彼 は本 当に可愛 ら し く、 も し泣 き始

め よう もの な ら胸が 痛 む。彼 の姿 を写真

に して私 の記憶 に取 って置 けた ら良い の

に。彼 の姿 を忘 れ て しまわ ないか心 配 で

仕 方 が ない。彼 の知 能 は どん どん発 達 し

て お り、 母親 が ミル クの準 備 を しよう も

の な ら[そ れ を察 して]辛 抱 強 くな って

い る。彼 は行 われ てい る ことの半分 以上

を理解 して い る様子 だ。(1883年7月27

日)

イル ・ケイ ンズ(Jo㎞NevilleKeynes,1852-19

49)で あ る。 シジ ウィ ックや息子 メ イナー ド

ほ ど有 名で はないが、 『論理学』(∫ 趣4'θ∫oη4

θκθrd∫θ∫∫ηFor〃zα1Lo8'c:1884年)や 『経 済学

の領域 と方法』(7加 ∫coρθ αη4ル4θ漉04qプ

Po〃"cα1Ecoηo〃zy:1891年)な どの著作 に よっ

て名 を馳せ た人物 である。

二人 はケ ンブ リッジ大 学 を舞 台 に活躍 した

同僚 であった。 シジウ ィックは1855年 に17歳

で ケ ンブ リ ッジ に入 学 し、若 い頃か ら才能 を

開花 させ 、1883年 か らは道徳哲学教授 を務めた。

他方 シジ ウィ ックの講義 を受講 す るこ と もあ

った14歳 年下のJ.N.ケ イ ンズは、1884年 か ら

は道徳哲 学講 師 と して活躍 し、 教授 に こそ就

任 して はい ないが 、 シジウ ィ ックと ともに大

学改 革 に貢献 し、事務 方 の要職 を占めた 人物

で あ る。 ケ イ ンズ は シジウ ィ ックを常 に敬慕

してお り、そ の 日記 には次 の よ うな記 述が 多

数見受 けられ る。

A very pleasant dinner party at Mrs. 

 Sidgwick's. I always find a talk with Sidgwick 

intellectually very braving; & I go back to my 

work after it with renewed energy.

父ネ ヴィルはメイナー ドを特別可愛 がってお り、

1883年 以 降の 日記 には、毎 日の よ うにメ イナ

ー ドが登場 す る
。 中 には メイナ ー ドが子供 の

ころか ら貨 幣 にまつ わる経済 問題 に関心 を抱

いていたエ ピソー ドなども存 在す る。

話 を元 に戻すが 、J.N.ケ イ ンズは シジウィ

ックを人物 と学識 の両面 で敬 って い たこ とは

間違 いない。 また二人 はケ ンブ リッジ大 学の

改 革 を共 に牽 引 し、互 い に信 頼 し合 う仲 であ

っ た。 しか しなが ら経済 学 の位 置づ け とい う

問題 をめ ぐって は、両者 の見解 に重 大 な隔 た

シジ ウ ィック夫人 の ところで 非常 に楽 し

い夕 食会 が あっ た。 シジ ウ ィック との会

話 はいつ も知 的 な刺 激 に満 ちてい る。 そ

こで私 はエ ネルギ ー を回復 してか ら仕事

に戻 るのであ る。(1877年3月4日)

AtlastSidgwickisinhisproperplace,hav㎞g

beenelectedtotheKnightbridgeProfessor.

つ い に シジ ウ ィックは 、彼 にふ さわ しい

地位 に就 くこ とにな った。ナ イ トブ リ ッ

ジ教授 に選出された。(1883年11月3日)

と ころで このケ インズの 日記(τ 加D'αr'θ∫げ

Jo加 ノVθv〃1θκθyηθ∫1ケンブリ ッジ大学保管の原

本 をマ イク ロフ ィルムに写 した ものが本 学 に

所 蔵 され ている)、 ヴィク トリア後期 の文化 ・

風 習 を伝 える資料 と して も、あ るい は将 来の

大 経済 学者 メ イナー ドの成長 記録 と して も大

変 興味深 い。 例 えば メイナ ー ドが誕 生 して 間
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い る 摩 擦 は 消 え 去 る も の だ と 私 は 信 じ て

い る 。(1885年3月4日)

Thestateof　 hingsbetweenh㎞&Sidgwickis

reallybecomingverypainful.

彼[マ ー シ ャ ル]と シ ジ ウ ィ ッ ク の 間 柄

は 、 本 当 に つ ら い 状 態 に な りつ つ あ る 。

(1885年4月19日)

りがあると私 は推察 している。そこでもしケ

インズの所有 していた 『政治学要論』 に何 ら

かの書 き込みが残 されていれば、この点を明

確 に立証で きるか もしれない と私 は期待 した

のである。 しか しそうした形跡は認められず、

む しろ非常に良好な本の状態か らして、ケイ

ンズはほとんど目を通 してさえいないのでは

ないか と感 じさせるものであった。

しか しこれは摩擦 どこ ろで は な く、経 済学 の

位置 づ け とい う学問 的な信 条 に根差 す 問題 で

あ り、 シジ ウ ィック とマ ーシ ャルの人 間関係

まで破 壊 して しまうこ とにな るので ある。 シ

ジウ ィ ック と もマ ー シャル とも親 交の深 か っ

た ケイ ンズは、 こう した激 しい対 立 に直面 し

て中立的な立場 を保 っていた。その理 由は、「利

己的 す ぎる」マ ー シャル よ りも心情 的 には シ

ジウ ィ ック を支持 したい と考 え る半 面 、本質

的 な争 点 に関 しては む しろマー シ ャル寄 りの

考 え を彼 が抱 い てい たか らでは ないか と私 は

推察 している。

ケ イ ンズ は シ ジウ ィ ックの 『経 済 学原 理』

(1883)に 深 く関わってお り、哲学 的問題か

ら経済 学 を切 り離 して考 えるべ きでは ない と

い うシ ジウ ィックの経 済学観 を誰 よ りも理 解

して いた はず で ある。 しか し、そ の8年 後 に

出版 した 『経済学の領域 と方法 』(奇 し くもシ

ジ ウィ ック 『政治学 要論 』 と同年 の1891年 の

出版 で あ る)に お いて、 ケ イ ンズ はそ う した

シジウ ィックの経済 学観 を実質 的 に否 定 し、

哲 学的 問題 か ら分解 した うえで科学 と して経

済学 を位置づけるべ きだ と説い てい るのである。

そ して ケ イ ンズが 同著の執 筆 を進め る上 で助

言 を求 めた のは シジ ウィ ックで は な くマ ー シ

ャルだ った のであ り、ケ イ ンズは シジ ウィ ッ

ク よ りもは るか にマ ー シャル と経 済学観 を共

有す る ようにな ってい たので ある。 したが っ

て哲 学的題 材が 存分 に盛 り込 まれ、経 済学 と

も入 り交 じった内容 を もつ シジウィックの 『政

治学 要論』 にケ イ ンズが 関心 を示 さなか った

と して も不 思議 で はな く、 もっ ともに さえ思

われ るのであ る。

経済学の位置づ け とマー シャル

ここでキーパーソンとなるのが、『経済学原理』

(Pr加cψ18∫ρ!Ecoπo〃3'c∫:1890)の 著 者 であ り、

需給 分析 な どに よって経済 理論 の発展 に大 き

く貢献 したアル フレッ ド・マ ーシャル(Alfred

Marshall,1842-1924)で あ る。 当初 シジウ ィ

ック とマ ー シ ャル は親密 な間柄 にあ ったが、

次 第 に経 済学 の位 置 づけ をめ ぐって激 し く対

立す るようになる。

元 来経 済学 は、倫理 や政 治の 問題 と直接 関

連す る哲学 的問題 の 一つ と して扱 われ て きた。

19世 紀 こ ろ ま で 経 済 学 の 英 語 表 記 は 、

㏄onomicsで は な くpohhcal㏄onomy(政 治経済)

が 一般 的 であ ったの もその ためで あ る。 しか

し19世 紀後 半以 降、理論化 ・数学 化が進 め ら

れ る中で経 済学 は次第 に独立 した学 問分 野 と

して の地位 を確立 してい くこ とにな る。 こう

した動 きの旗 手が マ ーシ ャルであ った のに対

して、経 済 学 を哲 学的 問題か ら切 り離 して純

粋 科学 で あるか の ように扱 う ことに警鐘 を鳴

ら したのが シジウ ィ ックで あった。 そ して両

者 は、大 学教 育 にお ける経済学 の位 置づ け を

め ぐって激 しい対立 を繰 り広 げ るのであ る。

従 来通 り経済 学 を身 に付 け るため には哲学 や

歴 史 に も精通 してい な くて はな らない と して

譲 らなか った シジ ウィ ックに対 して、専 門の

経 済学者 を教 育す る必要性 をマー シ ャル は唱

えたの であ る。そ う した両者 の様 子 をケ イ ン

ズは次 のように述べ ている。

ImユsuhepresenにfdctionbetweenSidgwick

&Marshailwillwearoff.

シ ジ ウ ィ ッ ク と マ ー シ ャ ル の 間 に 生 じ て
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写真1.筆 者所蔵(左)と 本学 図書館所蔵(右)のr政 治学要論j

写 真2.J,N.ケ イ ン ズ に よ る署 名

写真、3.1883年7月27日 のJ.N.ケ イ ン ズのH記

おわ りに

シジウ ィック亡 き後、 ようや くマ ー シャル

は長年 の念願 を果 た し、経 済学 を独立 した学

科 に据 え るこ とに成 功す る。 しか しそれ はマ

ーシ ャルだけで な く、J.N.ケ イ ンズ も最 終的

に望 んでい た帰 着 であ った よ うに思 われ る。

その後 、経済 学 は ます ます理論 化 ・数 学化 を

加 速 させ 、独立 した科学 と しての道 を歩 みな

が ら現在 に至 るのであ る。 しか しそ う した中、

経 済学 は精緻 な分析 ツール を獲 得 してい く一

方 で、手 放す ことにな った もの も多か った よ

うに思 われ る。そ して第 一次世 界大戦 や世 界

恐 慌の経 験 な どを通 じて、 シジ ウ ィック と同

じような危惧 を抱 き、文 明社 会の進 むべ き道

に照 ら しなが ら経 済学の方 向性 に警鐘 を鳴 ら

したの が、 ネ ヴ ィルの息子 メイナ ー ドで あっ

たのではなかろ うか。

経済学者 と政治哲学者の思想は、それが

正しかろうと間違 っていようと、実に強

力なものである。事実、世界はこの思想

によって支配 されているのである。いか

なる知的影響 とも無縁であると信 じ込ん

でいる実際家 も、過去の経済学者の奴隷

であるのが常である。権力の座にあって

天声を仰 ぐ狂人 も、数年前の三流学者か

ら狂気 を引 き出 しているのである。既得

権益の力は思想 の浸透力 に比べて誇張 さ

れていると私は思 う。 もちろん思想の浸

透には時間がかかる。なぜ なら経済哲学

と政治哲学の分野で、25歳 から30歳 以降

に新 しい理論の影響を受ける人は少な く、

それゆえ官僚や政治家や煽動家さえも、

おそらく現在の事態 に適用できる最新の

思想を持ち合わせてはいないからである。

しか し、いずれにせ よ善悪にとって危険

なのは既得権益ではなくて思想である。

(ジ ョン ・メイナー ド ・ケインズ 『一般

理論』1936年)


